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1．はじめに 

学生応援フードパントリー調布は１０回目の開催を迎えることができました。当

パントリーも地域で少しずつ知っていただけるようになるとともに、学校間の連

携も進められてきました。地域の皆様に認知されることで、学生の皆様も安心し

て参加いただけるようになり、取りにこられる際の表情が以前に比べてやわらか

くなったように感じます。 

皆様に支えられてここまできたことに感謝し、今後も継続できるよう努めてま

いります。引き続きご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

2．主催  

調布健康支援プロジェクト実行委員会 
 

3．後援・協力 

後援：電気通信大学 

協力：昭和女子大学黒谷研究室、調布市子ども食堂ネットワーク 

語ろうアースカフェ、調布市社会福祉協議会 
 

4.開催日時 

第 9 回： 202３年 1０月２8 日（土）13：00－17：00 

第１０回： 202４年 2 月 1７日（土）1３：００－17：００ 
 

5．場所 

電気通信大学 講堂ロビー(アフラックホール UEC) 
 

6．対象条件と募集人数 

次の①または②に該当する学生 ７0 名（第９回）、７0 名（第１０回） 

①  調布市に所在する大学または専門学校の学生 

②  調布市在住で調布市以外に所在する大学または専門学校の学生 
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7．参加者数 

第９回  70 名（７校）  

第１０回 ７0 名（６校） 
  

8．参加者募集および寄付の呼びかけ 

地域関連各所（地区協議会、自治会、教育機関など）へ声がけ 

X（旧 Twitter）、Facebook、インスタグラムなどのソーシャルメディアの活用 

 

学生応援フードパントリー調布の Twitter、インスタグラムより 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インスタグラム          X（旧 Twitter） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アマゾン欲しいものリストの活用      
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9. 配布食品のコンセプト 

食品キットは、「栄養バランス」「食べやすさ」「学生の嗜好」をコンセプトに、昭和

女子大学生活科学部黒谷研究室の監修のもと、これまでの参加者からのニーズ

の高かった野菜や果物を中心とした食品セットを配布しました。また、これまでの

アンケートでリクエストの多かった「牛肉」（ローストビーフ）、ハンバーグ、焼きそ

ばを配布しました。朝食を欠食する人も多いため、朝ごはんにも食べやすい、肉ま

んも配布しました。 

また、配布した食品を使ったレシピが書かれたパンフレットや野菜の活用につ

いてのリーフレットも同時に渡し、インスタグラムにも掲載しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カード型で提供したレシピの例 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提供したパンフレット（抜粋） 
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10.当日の様子 （第９回・第１０回） 
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11. 参加者からのお礼の言葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 皆様のおかげで健康的な生活が送れます。ありがとうございます。 

 

・ 本当にありがとうございます。最近厳しかったので助かりました。 

 

・ 毎日自炊をしていますが、なかなか買物に行けず、物価も高騰していて困って

いました。あたたかい支援に感謝です。明日からまたがんばります！！ 
 
・ 一人暮らしで家計が苦しいのでこのようなご支援をいただき本当に助けとな

っています。ありがとうございます。 
 
・ ご支援いただきありがとうございました。皆様からのあたたかいお心遣いが

とても嬉しかったです。社会人になったら恩返しできるよう頑張ります。 



 

9 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ いつもありがとうございます。一人ぐらしでとても助かっています。みな

さんのやさしさに支えられています。 

 

・ 一緒にお茶を飲みながらお話しできて楽しかったです。次回もまた参加し

たいです。ありがとうございました‼ 

 

・ いつもご支援ありがとうございます。地域の方々ともお話しできて楽しか

ったです。 

 

・ フードパントリーの寄付ありがとうございます。本当に助かっています。お

米や野菜たくさんもらえてうれしいです。スタッフのみなさんも優しく話し

かけてくれてありがたかったです。 

 

・ 今回初めて利用させていただきました。こういった支援をしてくださるお

かげで健康的にすごし、勉強に励めます。ありがとうございました。 
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・ いつもありがとうございます。果物や野菜が食べれてとても嬉しいです。

是非またよろしくお願いします。 

 

・ フードパントリーで今日も生活できます‼ありがとうございました。 

 

・ いつもあたたかいご支援ありがとうございます。生きることの難しさばか

り感じていたので、すごく支えになりました。 

 

・ 今回もたくさんありがとうございます。生活がピンチだったのでとてもあ

りがたいです。帰って食べるのが楽しみです。 

 

・ お米や生鮮食品など栄養がとれる食材、本当に助かります。ありがとうご

ざいます。 

 

・ 以前にも利用させていただいたのですが、今回も皆さんの親切心がこれ

でもかというほど伝わってきました。モノももちろんですが温かさに助け

られています。 

 

・ 野菜を食べる機会が少ないのでとても嬉しかったです。大切にいただきま

す。ありがとうございました‼ 

 

・ スタッフのみなさんの笑顔にいやされました。今日もらった食材を使って、

料理頑張りたいと思います‼ありがとうございました。 

 

・ 様々な食品等を頂けてとても助かりました。また、話しかけていただき、と

ても楽しい経験談を聞けました。 

 

・ 今日はこのような素晴らしい企画をご用意くださってありがとうございま

す。非常に助かっており、感謝しています！ 

 

・ たくさんの方の善意に自分が支えられていることを痛感します！将来の

自分もそんなふうに誰かを支えられるように今を頑張ります！ 

 

・ いつもご支援いただきありがとうございます。一人暮らしで生活も苦しい

のでこのような取り組みにとても助けられています。お茶とお菓子をいた

だきながらのお話も楽しかったです。よいリフレッシュになりました。これ

からもよろしくお願いいたします。 
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12. 参加者の暮らしぶり 

202３年は新型コロナウイルス感染症の流行より４年目となり、新型コロナウイ

ルス感染症の長期化だけの理由ではない生活への影響が考えられます。202３

年７月（第９回）に尋ねた結果、生活が少し良くなった参加者は、2022 年 12 月

の 43.1%から 45.0％に若干増加していました。一方で、コロナの長期化により

生活がより苦しくなった参加者は 17.6%から 15.0%に若干減少していたとは

いえ、いまだに参加者の約 6 割が苦しい生活状況にあり、学生応援フードパント

リー調布のニーズは高いことがうかがえます。 

1３. 寄付者一覧および助成金 

東京慈恵会医科大学 JANP センター 

木村屋總本店、 フードバンク調布 

山田屋本店、肉のタナベ 

早大校友会調布稲門会有志、 語ろうアースカフェ 

個人の皆様 など                          

（敬称略） 

 

調布市生活困窮者自立支援団体活動補助金 

 

ご支援いただきありがとうございました！ 
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1４. おわりに 

2020 年のコロナ渦に立ち上がった学生応援フードパントリー調布ですが、形

を少しずつ変えながら 10 回目を迎えました。当フードパントリーは、食べること

への支援に加え、直接渡すことで地域や学校とのつながりを感じていただけるこ

とを大切にしてきました。感染症への対策が落ち着きを取り戻してきた第 9 回、

第 10 回では、お茶を飲みながら気楽にお話ができるスペースを設けました。こ

のスペースを設けたことで、参加者の皆様からのお礼の言葉にもありますよう

に、つながりの大切をさらに実感することができました。2024 年度も学生の皆

様に寄り添った支援が継続できるよう努めて参りますので、引き続きご支援のほ

どよろしくお願いいたします。 
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